
　1977 年の創業から、一貫して室
名札の専門メーカーとして活動して
いる㈱フジタ。衝撃を和らげるスイ
ングタイプや板面の交換が容易なス
ライドロックなど独自の技術で市場
をリードしている。
　当初は手描きに替わる、シルクス
クリーンによる室名札を学校施設に
提案。全国対応で大量生産し、コス
トメリットを創出していた。現在は
学校だけでなく、病院や保育施設、
老人ホーム、官公庁など幅広い販路
を持つ。
　同社が約 10 年前から着手してい
るのが IJP 出力の室名札だ。水性、
溶剤と使用し、今は UVプリント。
多彩な商品群のほとんどを㈱ミマキ
エンジニアリングの大型フラット
ベッド UVIJP「JFX-1631」で出力
している。
　代表取締役社長・藤田浩嗣氏は、
「室名札製作をシルクからUVイン

クジェットに変更し、仕上がりはも
とより、エコを切り口に提案するこ
とで官公庁にも受け入れてもらえ
た。室名札の新たなスタイルを切り
開いたと感じている」と語る。
　「JFX-1631」を導入するにあたり、
氏は「高画質・白インク、きめの細
かいサポート体制から同機を選定。
4年前の導入から、研究・失敗を重
ねてノウハウを蓄積した。今はフル
稼働に近い状態で運用しているが、
非常に安定していて満足している」
と評価。
　UV機採用によるメリットとして、
オンデマンドによる小ロット、短納

期対応が可能になった点に加え、ス
クリーン印刷と違い、木目にインク
がしっかり入り込み、きれいなビジュ
アルを描画できることを挙げる。運
用は、埃が印刷面に付着しないよう
クリーンルームを新設している。
　「大型UVIJPを持っているからと、
あれもこれもとビジネスを広げる予
定はない。あくまで室名札＝フジタ
という認知を浸透させるべく、他社
との差異性を明確に打ち出し、サイ
ン・設計会社と良好な関係を築きた
い」。同社では、JFX シリーズの最
新機種導入を検討。さらなる効率的
な運用を図る。

「JFX-1631」の大型フラットベッドに複数の室名札を面付け、一挙にUV印刷を行う。

京都本社には数多くの室名札サンプルが並ぶ。

① LEDエッジライト式吊下サイン　②点字サインはNC
ルーターで凹凸をつけてからUV印刷して製作　③三角
形形状で、あらゆる角度から見えるフジタの新製品「プ
リズムプレート」

本社工場の様子。

短納期・オンデマンド・エコを武器に室名札製作に特化した運用
 CASE4. ㈱フジタ【 ミマキエンジニアリング「JFX-1631」ほか 】

㈱フジタ
〒 607-8147　京都府京都市山科区東野森野町 46-4
TEL. 075（592）7550　FAX. 075（592）7524　http://www.fujitanet.co.jp/

主な出力・印刷・加工関連設備
UVIJP…1 台／溶剤 IJP…1 台／コールドラミネーター…1 台／ NC ルーター…1 台／
レーザー加工機…1 台　シルクスクリーン印刷機…1 台　他
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